
体育授業における資質・能⼒に関する研究 

〜児童の運動習慣・経験に視点を当てて〜 

今井 海 （ 東京学芸⼤学 ） 

１． 目的 

本研究は、体育授業において小学校高学年の

児童が、自身の「思考力・判断力・表現力等」

（汎用的スキル）と「学びに向かう力・人間性

等」（態度・価値）に関する資質・能力をいかに

自己認識しているかについて、運動経験及び運

動習慣、体育・運動への志向を視点として明ら

かにすることを目的とした。 
 
２． 研究方法 

１）対象者及び調査方法 
東京都Ｋ市立Ｋ小学校第５学年 55 名を対象に 
資質・能力に対する自己評価について、質問紙 
調査（直接配布法）を実施した。 
 
２）分析方法 

因子ごとに下位尺度の合計得点の平均値を求

め、児童の属性等を独立変数として t 検定及び

分散分析を行った。また、データ分析には

SPSS25 統計パッケージを使用した。 
 
３． 結果と考察 

１）対象児童のうち、過去や現在を通して「ス

ポーツの習い事を経験したことがない」と回答

した児童は６名で、全体の 87.2％はスポーツの

習い事の経験があった。また種目数では、「２

個以上」が 27 名（49.1%）であった。 
２）児童の習い事の経験と、習い事の経験種目

数から、運動経験と体育授業における自己評

価との関連性を考察したところ、習い事をす 
るうえで児童と関わる「環境的」要因と、「ス 
ポーツの面白さ」要因の２つが大きく影響して 

いることが推察された。 
３）児童の運動への志向と体育授業における自

己評価の関連性については、児童家族の存在が

大きく影響していた。また、種目特性による違

いは見られなかったことから、児童が選んだス

ポーツにどのような姿勢で取り組んでいくのか

が重要であると考えらた。 
４）汎用的スキルより態度・価値の方が、児童

の自己認識は高かった。高学年児童にとって

は、態度・価値については自身をもって自己評

価しやすいことが推察された。一方、汎用的ス

キルは認知スキルであるため、高く自己評価す

ることに対して躊躇や謙遜をしているためでは

ないかと考察された。また、児童にとって汎用

的スキルの概念が難しく、自己評価しにくいこ

とも要因ではないか。 
５）資質・能力に対する自己認識を高く捉える

要因として、環境（外発的）、スポーツの面白

さ（内発的）、スポーツに取り組む姿勢の３つ

が関連している可能性が示唆された。 
 
４． 結論 

本研究を通して、体育授業において資質・能

力を高く自己認識するには、豊かな運動経験及

び運動習慣、体育・運動への好意的な志向が影

響することが明らかになった。 
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